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11 月 26日、セカンドブックが町内の小学 1年生に11月 26日、セカンドブックが町内の小学 1年生に
プレゼントされました（関連記事 17ページ）
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連合に加入しています
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
、
町
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
支

援
、
ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
「
大
胆
な
金
融
政
策
、
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
、
機
動
的
な
財
政
政
策
で
、

景
気
は
穏
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
済
政
策
が
、
地
方
へ
与
え
る

影
響
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
政
に
於
い
て
は
、
社
会
保
障
と
税
、
景
気
対

策
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
課
題
が
山
積
す
る
中
、
国

民
が
将
来
、
安
心
で
き
る
政
治
決
断
に
期
待
し
、

大
震
災
の
復
興
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
刻

も
早
い
懸
案
解
決
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
南
、
北
保
育

園
を
統
合
し
て
池
田
保
育
園
の
建
設
、
池
田
松
川

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
医
療
費
の
無
料
化
を
15

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
引
き
上
げ
や
保
育
料
の
減
額
、

高
瀬
中
学
校
の
大
規
模
改
修
と
子
育
て
環
境
の
整

備
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
及
び
緊
急
患

者
の
移
送
に
備
え
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
財
政
状
況
は
、
決
算
に
お
い
て
財
政

健
全
化
判
断
の
実
質
公
債
費
比
率
が
7.8
％
と
、
県

下
77
自
治
体
の
20
位
と
好
転
し
ま
し
た
。
更
に
財

政
積
立
金
で
も
、
約
17
億
円
と
な
り
過
去
最
大
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
会
染
保
育
園
の
耐
震
改
修
、

若
者
の
定
住
促
進
の
た
め
、
あ
ゆ
み
野
住
宅
地
の

追
加
分
譲
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
医
療
を

支
え
て
い
る
安
曇
総
合
病
院
再
構
築
へ
の
財
政
支

援
、
老
朽
化
し
た
公
民
館
建
て
替
え
、
街
中
活
性

化
な
ど
、
町
の
課
題
を
中
心
に
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
工
用
ぶ
ど
う
栽
培
面
積
も
約
18 

ha
と
な
り
、

池
田
町
産
の
ワ
イ
ン
が
約
４
万
本
生
産
さ
れ
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
里
と
し
て
、
将
来
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
も

含
め
、
産
業
、
観
光
振
興
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
か
ら
の
北
ア
ル
プ
ス
眺
望
の

す
ば
ら
し
さ
に
「
信
州
ふ
る
さ
と
の
見
え
る
丘
」

と
し
て
県
か
ら
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
「
池
田
町
」
こ
の
素
晴

ら
し
い
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
、

田
園
風
景
、
先
人
の
拓
い
た
文
化
土
壌
に
町
民
の

皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
い
郷
土
を
大
切
に
し
、
人
と

し
て
共
に
支
え
合
え
る
、
温
か
く
健
康
で
活
き
活

き
と
し
た
美
し
い
町
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
築

い
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
十
分
留
意
し
、
効

率
的
で
無
駄
の
な
い
、
費
用
対
効
果
、
将
来
戦
略

に
も
配
慮
し
た
町
政
運
営
を
職
員
一
同
心
が
け
て

い
く
次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
役
場
行

動
目
標
を
引
き
続
き
「
希
望
」「
挑
戦
」「
実
践
力
」

「
人
間
力
」
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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前
回
（
12
月
号
）
で
は
、場
所
に
よ
っ

て
建
て
て
も
よ
い
建
物
と
建
て
ら
れ
な

い
建
物
が
池
田
町
土
地
利
用
調
整
基
本

計
画
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
実
際
に
そ
の
審
査
を
行
う
た

め
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

土
地
利
用
調
整
協
議
書

　

建
物
建
設
な
ど
に
あ
た
り
、
一
番
初

め
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
土
地
利

用
調
整
協
議
書
（
以
下
協
議
書
）
の
提

出
に
な
り
ま
す
。
建
設
の
際
に
は
そ
の

他
に
建
築
確
認
や
農
地
転
用
等
の
手
続

き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
そ
の
前
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
提
出
か
ら
協
議
終
了
ま
で
は

１
週
間
前
後
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

○
協
議
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合

　

条
例
で
は
協
議
書
の
提
出
が
必
要
な

場
合
を
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
を

建
築
又
は
建
設
す
る
行
為
、
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
又
は
土
地
利
用
を
著
し

く
変
更
す
る
行
為
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
と
み
な
し
得
る
行
為
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

・
建
築
物
…
住
宅
、
分
譲
住
宅
、
事
業

所
、
工
場
、
ア
パ
ー

ト
、
物
置
、
車
庫
等

・
工
作
物
（
建
築
物

を
除
く
）
…
太
陽
光

発
電
設
備
（
独
立
設

置
型
）、
看
板
、
塀
、

鉄
塔
等

・
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
又
は
土
地

利
用
を
著
し
く
変
更
…
分
譲
地
、
資

材
置
場
、既
存
建
物
の
用
途
変
更（
住

宅
か
ら
事
業
所
へ
の
変
更
等
）
等

　

建
築
物
の
建
築
だ
け
で
な
く
土
地
の

利
用
目
的
を
変
更
す
る
場
合
で
も
提
出

が
必
要
な
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

※
増
改
築
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
協
議
書
の
提
出
が
不
要
な
場
合

　

例
外
と
し
て
軽
微
な
も
の
な
ど
に
つ

い
て
は
協
議
書
の
提
出
が
不
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

・
建
築
物
の
延
床
面
積
の
合
計
が
30
㎡

以
下
の
も
の

・
工
作
物
（
建
築
物
を
除
く
）
の
築
造

面
積
が
10
㎡
以
下
の
も
の

・
農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
行
う
開
発
事
業
で
、
建
築
物
等
の

建
築
又
は
建
設
を
伴
わ
な
い
も
の

・
屋
外
に
お
け
る
土
石
、
廃
棄
物
、
再

生
資
源
そ
の
他
の
物
件
の
堆
積
で
、

敷
地
面
積
が
20
㎡
以
下
又
は
堆
積
の

高
さ
が
1.5
ｍ
以
下
の
も
の

※
右
記
の
場
合
で
も
場
合
に
よ
っ
て
提

出
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
定
規
模
以
上
は
住
民
説
明
会

な
ど
が
必
要
で
す

　

協
議
書
の
提
出
に
よ
り
、
そ
の
立
地

の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
と
と
も
に
規
模

が
審
査
さ
れ
、
一
定
の
基
準
を
超
え
る

と
住
民
説
明
会
が
必
要
と
な
る
開
発
事

業
事
前
協
議
お
よ
び
開
発
事
業
審
査
等

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
一

部
の
地
域
、
用
途
に
つ
い
て
は
規
模
に

よ
ら
ず
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　　

次
回
は
そ
の
基
準
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
・
申
請
先

　
　
　

総
務
課
町
づ
く
り
推
進
係

　
　
　

℡
62
ー
３
１
２
９
（
直
通
）

建
物
の
建
築
な
ど
に
は
自
薦
の
土
地
利
用
調
整
協
議
が
必
要
で
す

知
っ
て
納
得
！
土
地
利
用
計
画 

No.2

「
池
田
町
の
土
地
利
用
及
び
開
発
指
導
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す

建
物
の
建
築
な
ど
に
は
事
前
の
土
地
利
用
調
整
協
議
が
必
要
で
す
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【目的】
　現在、高齢者を中心に住んでいる地域で日常の買い物をしたり、生活に必要なサービスを
受けたりするのに困難を感じている方が、全国で約600万人いると推計されています。その
原因として、身近なところから買い物をするためのお店が撤退し、高齢等のために自動車を
運転できない等の理由で、遠くの街まで出掛けることが困難に感じている人が多くなってき
たことが挙げられます。
　本町でも高齢化率は30％を超え、Ａコープ池田店に続き平成25年 2月にはアップルラ
ンド池田店が閉店となり、身近なところで買い物ができる場が減ってきている現状です。
　このような状況を踏まえ、住民がどのような方法で日常の買い物をしているのか実態を把
握し、課題を明らかにすることを目的に本調査を実施しました。

【調査の概要】
● 調査の時期　　平成25年 6月～ 7月　
● 調査の方法　　民生児童委員による訪問聞き取り調査
● 調査の対象　　町内に居住する方のうち、次のいずれにも該当する方
　　　　　　　　・ 65 歳以上、または65 歳未満の障害者手帳所持者
　　　　　　　　・ 独居または上記の方のみで暮らす世帯の世帯主
● 回 答 者 数　　731人

買い物弱者アンケート結果報告
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　本調査の結果は、高齢者・障害者の各種計画に盛り込

み、今後の課題解決のための資料とさせていただきます。

　本調査にご協力いただきました皆様、大変ありがとう

ございました。

問い合せ先　福祉課福祉係　℡61-5000
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みんなで手を携えて　　　
　　お互い様の地域づくり
・自分たちが地域をつくる意識を持つ

・誰もが参加しやすい魅力的な地域づくり

ワークライフバランスの　
　　　　　　実現にむけて
・働きやすい職場づくり

・仕事と生活の調和

・企業や自営業における共同参画の環境

　づくり

一人ひとりを　　　　　　
　　　　大切にする教育を
・お互いを思いやる教育

・一人ひとりの個性を伸ばす教育

心休まる家庭づくりは　　
　　　　あなたの努力から
・お互いに協力しあう家庭づくり

・お互いを認めあう家庭づくり

・おたがいの自立をめざす家庭づくり

家 庭　教 育
働く場　地 域

ひととひと 共に輝いて

今日から実践、できることから始めよう

男女共同参画社会の実現に向けて

今日から実践、できることから始めよう

「多くの方が参加したパープルリボンパネル」

　

一
人
ひ
と
り
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
が
発
揮

で
き
る
社
会
が
男
女
共
同
参
画
社
会
で
す
。
男
だ
か

ら
女
だ
か
ら
と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
化
さ
れ
た
意

識
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
意
志
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
で
き
、
と
も
に
協
力

し
あ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
21
世
紀
の

日
本
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
基
本
法
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
「
今
日
か
ら
実
践
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
・
職
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
Ｄ

Ｖ
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
啓
発
活
動
と
し
て
６
月
の
男
女
共
同
参

画
週
間
中
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
10
月
の
「
み
ん

な
の
文
化
祭
」
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
運
動
。
11
月
に
は
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
共

催
で
男
女

共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、

啓
発
に
努

め
て
き
ま

し
た
。



要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
一

因
に
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
イ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
と
は
配
偶
者
か
ら
の

身
体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
・
性
的
暴
力
で
、

暴
力
は
犯
罪
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
は
本
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
子
ど

も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
連
鎖
し
て

い
く
と
い
う
の
は
重
要
な
問
題
で
す
。「
Ｄ
Ｖ

と
児
童
虐
待
は
セ
ッ
ト
で
起
き
て
い
る
」「
Ｄ

Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は
、
児
童
虐
待
に
当
た
る
」

「
Ｄ
Ｖ
の
父
親
は
い
ら
な
い
」
等
、
切
実
な
お

話
で
し
た
。

　

暴
力
の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る
の
は
、
地

域
力
の
回
復
と
強
化
で
あ
る
と
横
山
さ
ん
は
結

ば
れ
ま
し
た
。
近
所
の
人
間
関
係
を
見
直
し
、

意
図
的
に
で
も
近
所
の
絆
を
強
く
す
る
、
地
域

の
つ
な
が
り
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

安
心
安
全
、
暴
力
を
な
く
す
最
も
効
果
的
な
こ

と
だ
と
い
う
お
話
に
納
得
し
ま
し
た
。
日
頃
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
地

域
の
人
間
関
係
を
築
く
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

■
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
み
ん
な
の
文
化
祭
」
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

運
動
の
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

9

■
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
い
き
い
き
と
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」

〜
男
女
共
同
参
画
と
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
考
え
る
〜

　

11
月
16
日
、
池
田
町
公
民
館
に
於
い
て
、
前

山
梨
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
館
長
の

横
山
祥
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
男
女
共
同
参
画

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

横
山
さ
ん
は
、
山
梨
県
職
員
と
し
て
42
年
間

勤
務
し
、
現
在
は
パ
ー
プ
ル
＆
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
県
職

員
当
時
、
男
女
の
昇
進
の
格
差
な
ど
身
を
も
っ

て
体
験
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
男
女
が
お

互
い
を
尊
重
し
合
い
女
性
が
社
会
参
画
す
る
こ

と
で
（
会
社
勤
務
だ
け
で
な
く
地
区
役
員
・
議

員
等
）
そ
の
能
力
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
必

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
意
味
や
Ｄ
Ｖ
、
若
年
層

に
増
え
て
い
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
を
説
明
し
た

パ
ネ
ル
の
展
示
、
被
害
に
対
す
る
相
談
窓
口
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し

ま
し
た
。

　

運
動
に
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
て

る
み
ん
・
ふ
ー
み
ん
の
パ
ネ
ル
に
パ
ー
プ
ル
の

リ
ボ
ン
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
の
意
味
を
お
子
さ
ん
に
話

す
若
い
お
母
さ
ん
や
、
展
示
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を

見
て
何
気
な
く
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
行
為

が
暴
力
に
あ
た
る
こ
と
に
気
づ
き
、
び
っ
く
り

し
た
女
子
中
学
生
た
ち
。
時
間
は
か
か
る
け
れ

ど
必
ず
Ｄ
Ｖ
は
無
く
さ
な
く
て
は
と
強
調
さ
れ

た
男
性
。
中
で
も
「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
自
分

に
も
人
に
対
し
て
も
暴
力
行
為
は
決
し
て
し
な

い
と
い
う
決
意
の
リ
ボ
ン
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

に
大
変
共
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
く
だ
さ
っ

た
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
意
見
ご
感
想
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
し
て
い

た
だ
い
た
方

に
は
、
池
田

町
独
自
の
缶

バ
ッ
ジ
を
差

し
上
げ
ま
し

た
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
？

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

国
際
的
な
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運
動

で
す
。
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
・
一
人
で
も

始
め
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　
　

問
い
合
せ
先

　
　
　

教
育
委
員
会 

教
育
課 

生
涯
学
習
係

　
　
　

℡
62
ー
２
０
５
８

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「オリジナル缶バッジ」
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教
育
・
保
育
の
た
め
の
施
設
の
利
用
定
員
の
設
定
、
子
ど
も
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
、
新
制
度
の
事
業
計
画
の
策
定
を
す
る

た
め
「
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

委
員
は
年
４
〜
５
回
程
度
の
会
議
（
１
回
の
会
議
は
２
〜
３
時
間
程

度
）
に
出
席
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
従
事
者
や
学

識
経
験
者
等
と
と
も
に
「
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
決
定
し
ま
す
）

●
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
）

・
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
職
員
で
な
い
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
ま
た
は
学
校
教
育
法

第
９
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
方

・
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
可
能
な
方

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
に
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
間　

受
付
中
〜
平
成
26
年
１
月
20
日
（
月
）
必
着

●
応
募
先　

・
郵
送
お
よ
び
持
参　

〒
３
９
９
ー
８
６
０
１　

池
田
町
大
字
池
田

２
０
０
５
ー
１　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

こ
ど
も
支
援
セ
ン　

タ
ー　

※
持
参
の
場
合
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
日
と
祝
日
を
除
く
）

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

62
ー
９
４
４
１

・
メ
ー
ル　

ko
d
o
m
o
@
to
w
n
.ike
d
a
.n
a
g
a
n
o
.jp

　

問
い
合
せ
先　

福
祉
課
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー　

61
ー
５
０
０
０

「
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

　
　
　
　
　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

国
の
新
制
度　

ポ
イ
ン
ト

●
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
総

合
的
な
提
供

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
あ
わ
せ
持
つ

「
認
定
こ
ど
も
園
※
」
の
普
及

　

※
認
定
こ
ど
も
園
は
保
護
者
が
働
い
て
い
る
、
い
な

　
　

い
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
、
保
護
者
の
就
労
状

　
　

況
が
変
化
し
て
も
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
の
保
育
の
量
的
拡

大
・
確
保

　

認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、
小
規
模
保
育
や

事
業
所
内
保
育
な
ど
子
育
て
を
す
る
人
の
状
況

に
合
わ
せ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

充
実

　

親
子
が
交
流
で
き
る
拠
点
や
一
時
預
か
り
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
充
実
な
ど
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
子
育
て
支
援

◇
新
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（http://w
w
w
8.cao.go.jp/shoushi/index.

htm
l

）
「
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

27
年
度
か
ら
31
年
度（
５
年
計
画
）

　

国
の
新
制
度
方
針
に
基
づ
き
、
池
田
町

の
実
情
に
合
わ
せ
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
は
「
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平成25 年度
●ニーズ調査の実施（未就学児を持つ保護

　者の方に平成 25 年 11 月に実施しました。

　集計でき次第公表します）

●「子ども・子育て会議」を設置

平成26 年度
●「子ども・子育て支援事業計画」の策定

●新制度での保育園の入園手続

平成27 年度
●新制度本格スタート

具体的な制度内容や実施時期などは、随時広報紙や
ホームページを通じてお知らせしていく予定です。

新制度がスタートするまでのスケジュール

　国では平成 24 年 8 月に「子ども・子育て関
連三法」が成立し、平成 27 年度から国の子育
てに関する制度が新しくなる予定です。町で
も新制度導入に向けて進めているところです。

平成27 年度実施予定

子ども・子育て支援新制度

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
っ
て
何
？

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
っ
て
何
？



 

逃
げ
る
と
き
は

☆
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
し
ま
す
。

☆
ぬ
れ
た
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
で
口

を
お
お
っ
て
煙
を
吸
い
込
ま
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先
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池
田
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
申
請
者
の
申
請
に
基

づ
き
、
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
が

作
成
さ
れ
ま
す
。
名
簿
に
記
載
さ
れ

な
い
と
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
選
挙
権
を
有
す
る
者
（
該
当
す
る

方
）

①
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
池
田
町

に
住
所
が
あ
る
者

②
年
齢
が
満
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
出

生
し
た
者
）

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
者
（
他
市
町
村
耕
作
を
含
む
）

④
③
の
要
件
を
満
た
す
者
と
同
居
す

る
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年

間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
者
（
水
田
の
水
見
は
耕
作
従
事

日
数
に
は
入
り
ま
せ
ん
）

◎
申
請
用
紙
の
配
付
方
法

・
農
家
組
合
へ
加
入
の
方

　

農
家
組
合
長
を
通
じ
て
個
別
配
付

・
農
家
組
合
へ
未
加
入
の
方

　

農
業
委
員
会
へ
直
接
取
り
に
来
る

か
、
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
郵

送
い
た
し
ま
す
。

◎
提
出
先
（
何
れ
か
に
提
出
）

・
農
家
組
合
長
（
各
農
家
組
合
の
指

示
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
）

・
池
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
池
田
町
役
場　

振
興
課
内
）

・
大
北
農
協
会
染
支
所　

営
農
課

◎
提
出
期
日

　

平
成
26
年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
せ
先　

　

農
業
委
員
会　

℡
62
ー
３
１
２
７

「
池
田
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

1 

と
に
か
く
火
災
を
知
ら
せ
よ
う

●
「
火
事
だ
！
」
と
大
声
を

出
し
、
と
に
か
く
ま
わ
り

の
人
に
知
ら
せ
ま
す
。
声

が
出
な
け
れ
ば
、
や
か
ん

な
ど
の
金
物
を
ガ
ン
ガ
ン

と
た
た
く
の
も
方
法
で
す
。

火
災
報
知
器
や
非
常
ベ
ル

が
あ
れ
ば
、
鳴
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
煙
を
見
か
け
た
り
、
助

け
を
求
め
る
声
を
聞
い
た
り
し
た
場
合
も
ま
ず
大

声
で
ま
わ
り
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

●
小
さ
な
火
で
も
１
１
９
番
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

当
事
者
は
消
火
を
行
い
、
通
報
は
近
く
の
人
に
頼

み
ま
し
ょ
う
。

2 

早
く
消
火
す
る

●
出
火
か
ら
３
分
以
内
が
消
火
で
き
る
限
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
水
や
消
火
器
だ
け
で
消
そ
う
と

思
わ
ず
、
座
布
団
で
火
を
叩
く
、

毛
布
で
お
お
う
な
ど
手
近
な
も

の
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

3 

早
く
逃
げ
る

●
天
井
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
す
る
と
き
は
、
燃
え
て
い
る
部
屋
の
窓
や
ド

ア
を
閉
め
て
空
気
を
絶
ち
ま
し
ょ
う
。

 

避
難
す
る
と
き
は

☆
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
と
に
か
く
早
く

逃
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
シ
ー
ツ
や
毛
布
を
水
に
ひ
た
し
て
か
ぶ
る
の
も
炎

か
ら
身
を
守
る
方
法
で
す
。

☆
小
さ
い
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
病
気
の
人
な
ど
を

か
ば
い
な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
で
こ
わ
い
の
は
、
火
そ
の
も
の
よ
り
煙
で

す
。
煙
に
は
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有
毒
ガ
ス
が
含
ま

れ
て
い
て
、
た
く
さ
ん
吸
い
込
む
と
意
識
が
な
く
な

る
な
ど
と
て
も
危
険
で
す
。
そ
し
て
熱
せ
ら
れ
た
煙

は
あ
っ
と
い
う
間
に
充
満
し
、
階
段
な
ど
を
伝
わ
っ

て
上
の
ほ
う
に
一
気
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

池
田
町
消
防
団
事
務
局　

総
務
課
総
務
係

　

℡
62
ー
３
１
３
１

    

池
田
町
消
防
団
報

ど
う
し
よ
う
!?　
〜
自
分
の
家
で
火
災
が
起
き
た
ら
〜

Vol.13
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例外となっている焼却でも、大量の煙やにおいが出ている場合は苦情の原因になることがあります。

近隣住民より苦情が出た際は速やかに止めるようお願いします。

問い合せ先　住民課生活環境係　℡62-2203

・やむを得ず例外による野外焼却を行う際は、近隣住民の迷惑にならないよう風向
きや時間帯を考慮のうえ、草木等をよく乾かし、なるべく煙が出ないように少量
ずつ焼却をするなどの配慮をお願いします。

・火の粉の飛散による火災の発生にも十分注意してください。

▲

ただし野外焼却（野焼き）にも例外として認められるものがあります ▲

◎風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な場合
　→「どんど焼き」「三九郎」など地域の行事における焼却など

◎農業、林業または漁業を営むためにやむをえないものとして行われる場合
　→田畑でのあぜ草やわらの焼却など（マルチ、温室シート等プラスチック製品は認められない）

◎たき火やその他の日常生活をいとなむ上で、通常行われる焼却であって
　軽微なもの
　→落ち葉や枝打ちをした枝のたき火、キャンプファイアーなど

◎震災、風水害、火災、凍霜害等その他の災害の予防、応急対策または
　復旧のために必要な場合
　→凍霜害防止のためのわらの焼却など（廃油、廃タイヤの焼却は認められない）

◎国または地方公共団体が、施設の管理を行うために必要な場合
　→河川管理者が行う伐採した草木の焼却など

野外焼却（野焼き）について

家庭で出たごみは少量でも焼却せずに、定められた日にごみ集積所に出してください。

野外焼却を行うと「５年以下の懲役もしくは
1,000万円以下の罰金またはこの併科」が
かせられます。　　　　　　　　　（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）

「野外焼却（野焼き）」とは…？
　法律で認められた焼却設備を使用しないで廃棄物（ごみ）を焼却することをいいます。

　例えば 、ドラム缶や一斗缶での焼却 、ブロックや鉄板等で囲っただけ 、地面で直接または穴を掘っただけ、

構造基準を満たさない焼却炉での焼却 などの行為が野外焼却にあたります。

　このような野外焼却は法律により禁止されています。
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「日本で最も美しい村」通信 問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡62-3129

先進地視察研修町民号を開催しました

　参加された方からは「環境の大きく違うところを視察でき、改めて池田町を見直すことができた」「池田にも

まだまだ地域資源が眠っているので掘り起こしていきたい」といった感想をいただきました。

　今後も同様の取り組みを重ねていき、町の皆さんと共に美しいまちづくりに取り組んでいきます。

　11月 25日に「日本で最も美しい村」連合に加盟する

地域を訪れる視察研修町民号を開催し、町民・町関係者含

め32名の方に参加いただきました。

　今回は「日本一人口の少ない町」山梨県早川町を訪問し、

早川町長から早川町のまちづくりについて説明を受けた後、

重要伝統的建物群保存地区である赤沢宿、また 700年を

超える歴史を持つ雨
 あまはたすずり

畑硯を製造・展示している硯
けんしょうあん

匠庵など

を視察しました。

「おもてなし」とは・・・
　他の誰かに接する際の「ふるまい」と「よそおい」。

そして、その人を迎え入れるためのステージとしての「し

つらい」。この三要素を、相手の気持ちになって行うこと、

または準備し整えることを「おもてなし」といいます。

「おもてなし宣言」募集中 !!
　プロジェクトでは、県民の皆様から、相手の気持ちに

なって行う「おもてなし」を募集しています。ご応募い

ただいた宣言等は、ホームページで紹介します。

　難しく考えず、あいさつや相手に対する気配りなど、

自分ができる「おもてなし」を実行しましょう。

　登録いただいた方には、特製アルクマピンバッジを進

呈します！

長野県観光ＰＲ
キャラクター
「アルクマ」

登録特典
特製アルクマピンバッジ

デザインは変更になる場合があります

詳しくはウェブへ

おもてなし　長野県

問い合せ先

　長野県観光部観光振興課

　℡026-235-7253

検索

　長野県は「日本一のおもてなし県」を目指して、県民みんなで、信州人の心に刻まれている「おもてなしの心」を

掘り起し、未来に繋いでいく「ずく出し！知恵出し！おもてなし」プロジェクトを開始しました。

　「おもてなし」とは、旅館やホテル、観光関係者だけのものではありません。地域や職場、家庭などで、県民一人

ひとりが、できることから始めることが大切です。

　このプロジェクトに参加し、県民みんなで「日本一のおもてなし県」を目指しましょう！

「ずく出し !  知恵出し !  おもてなし」

　　　　　　プロジェクトに参加しませんか !?

「ずく出し !  知恵出し !  おもてなし」

　　　　　　プロジェクトに参加しませんか !?



　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

は
、
平
成
26
年
２
月
上
旬
か
ら
、
３

署
で
各
々
受
付
し
て
い
た
１
１
９

番
通
報
を
消
防
本
部
の
通
信
指
令

室
で
受
付
し
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム（
統
合

型
）の
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　

こ
の
装
置
は
、
携
帯
電
話
・
IP

電
話
お
よ
び
固
定
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
時
に
、
音
声
通
話

と
併
せ
て
通
報
者
の
発
信
位
置
に

関
す
る
情
報
が
自
動
的
に
通
信
指

令
室
に
通
知
さ
れ
、
指
令
台
の
地

図
画
面
上
に
通
報
位
置
を
表
示
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

特
に
、
住
所
不
案
内
な
場
合
で

も
通
報
位
置
を
速
や
か
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
迅
速
か
つ

確
実
な
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
電
話

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ　

加
入
電
話　

・
携
帯
電
話

　
（
第
３
世
代
携
帯
以
降
の
機
種
）

・
IP
電
話

　
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ひ
か
り
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
）

注
意
事
項

・ 

電
波
の
状
況
等
に
よ
り
位
置
情

報
が
十
分
確
認
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
く
口
頭
で
住
所
、
目
標
物
等

を
伝
え
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

「
１
８
４
」
を
付
加
し
た
発
信

者
番
号
非
通
知
の
場
合
は
、
位

置
情
報
が
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
緊
急
に
位
置
情
報
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き

に
は
、
位
置
情
報
を
取
得
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

携
帯
電
話
の
場
合
、
通
報
場

所
が
管
轄
内
市
町
村
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
で
あ
っ
て
も
、

電
波
状
況
に
よ
っ
て
は
他
の
消

防
本
部
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
北
ア
ル
プ

ス
広
域
消
防
本
部
の
通
信
指
令
室

に
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
電
話
を

切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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１
１
９
番
通
報
の
受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が　
　

　
　
　
　
　

改
選
さ
れ
ま
し
た

　

12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
全
国
一
斉
に
改
選
さ

れ
、
町
で
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
33
人
、
主
任
児
童
委
員
２

人
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
新
委
員
の
皆

さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

◎
地
区
の
推
薦
を
受
け
て
の
選
任
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
区
の
推
薦
を
受
け
、
町
に
設

置
さ
れ
た
民
生
委
員
推
薦
会
の
審
議
を
経
て
都
道
府
県
知
事
の

推
薦
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
暮
ら
し
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
心
配

ご
と
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
、
行
政
や
専
門
機
関
と
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
ま
す
。

◎
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
で
す
。

子
育
て
、
高
齢
者
の
介
護
、
健
康
・
医
療
な
ど
、
生
活
で
の
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
受
け
た
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

○
社
会
福
祉
功
労
者　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

　

片
瀬　

興
亞
さ
ん
（
滝
沢
）

　

倉
嶋
香
代
子
さ
ん
（
和
合
）

　

平
成
10
年
12
月
１
日
か
ら
５
期
15
年
に
わ
た
り
委
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

担　

当　

地　

区

氏　
　
　

名

（
敬
称
略
）

豊

町

高
山　

桂
司

一

丁

目

南

部

伊
藤　

文
子

一

丁

目

北

部

片
瀬　

順
子

吾

妻

町

中

部

中
山　
　

博

吾

妻

町

東

部

大
出　

弘
子

東
町
・
吾
妻
町
西
部

菱
沼　

英
昭

二

丁

目

中
村　

充
子

三

丁

目

東

部

宮
澤　

洋
介

三

丁

目

西

部

吉
井　

惠
子

四

丁

目

片
瀬
貴
江
子

五

丁

目

羽
賀　

秀
美

堀

の

内

渋
田
見
房
子

正

科

帯
刀　

恭
子

中

島

市
川　
　

源

法
道
・
半
在
家
・
千
本
木
台

岩
岡　
　

實

相

道

寺
・

花

見

丸
山　

勝
子

七
五
三
掛
・
竹
原
・
滝
中

矢
口　

洋
一

滝
南
・
滝
の
台
・
田
の
入

櫻
井
み
ち
子

林

中

４ 

、

６

小
林　

行
雄

林
中
１
、
２
、
３
、
５
、
７

石
川　

勝
子

渋

坂

・

坂

下

遠
藤　
　

武

新

屋

敷
・

中

木

戸

柴
田　

文
之

渋

南
・

渋

原
・

渋

西

太
田　

正
士

内

鎌

１
、
２
、
６
、
９

丸
山　

文
秀

内
鎌
３
、４
、５
、７
、８
、
10

那
須　

康
子

和

合

蓑
手　

孝
子

十
日
市
場
・
高
瀬
橋
南

内
山　

弘
毅

鵜

山

勝
野　

勝
壽

中

之

郷

赤
羽　

英
彦

南

台

細
澤　

義
和

栂
ノ
尾
・
足
崎
・
日
野
・

三
ツ
農
・
平
畑
・
足
沼
・

前

田
・

菅

ノ

田
・

堀

越
・

日

影

栗

本

北
谷　

宣
也

平
出
・
坂
森
・
日
影
山
・

実

業
・

水

堀
・

桃
ノ
木
神
出
・
大
峰

木
村　

優
子

陸

郷

寺
島　
　

孝

会

染

小

学

校

区

滝
澤
千
加
子

池

田

小

学

校

区

矢
口　

澄
子

問
い
合
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係　

℡
61
ー
５
０
０
０

◎新役員の皆さん
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◆
活
動
の
窓
◆

総
合
体
育
館
よ
り

表彰された蓑手さん

　

平
成
25
年
度
の
新
池
田
学
問
所
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各

種
講
座
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

■
こ
が
ね
塾

　

11
月
12
日
に
「
歴
史
い
き
づ
く
ロ

マ
ン
の
里　

塩
田
平
・
別
所
温
泉
文

化
財
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
14
名
の
塾
生

が
晩
秋
の
塩
田
平
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
無
言
館
は
、
館

内
に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
、
ま
る

で
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
静
け

さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
志
半
ば
で
戦

場
に
散
っ
た
画
学
生
の
絵
の
前
に
立

つ
と
、
思
い
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
、
家
族
や
愛
す
る
人
と
の
別

れ
の
辛
さ
や
悲
し
み
等
、
様
々
な
も

の
が
訴
え
か
け
て
き
て
何
も
言
え
な

く
な
る
の
で
『
無
言
館
』
と
い
う
館

名
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
さ
に
そ

う
感
じ
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

信
州
の
鎌
倉
と
い
わ
れ
る
別
所

温
泉
の
北
向
観
音
堂
近
く
で
昼
食
を

と
っ
た
あ
と
は
、
観
音
堂
を
参
拝
し

た
り
、
国
宝
・
八
角
三
重
塔
を
見
学

し
た
り
、
各
自
思
い
思
い
に
散
策
し

ま
し
た
。

　

生
島
足
島
神
社
で
は
、
巫
女
さ
ん

に
よ
る
説
明
の
後
に
参
拝
・
境
内
の

見
学
を
し
ま
し
た
が
、
県
宝
の
歌
舞

伎
舞
台
や
御
神
木
の
家
族
欅
な
ど
、

普
通
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
い
そ
う

な
も
の
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
心
に

残
る
、
素
敵
な
塩
田
平
の
旅
と
な
り

ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

11
月
16
日
に
松
川
村
の
山　

眞
由

美
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
、

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
競
技
は
身
障
者
の
ス
ポ
ー
ツ

が
発
祥
で
、
床
の
上
で
行
う
カ
ー
リ

ン
グ
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
最
初

に
投
げ
た
ボ
ー
ル
に
２
つ
の
チ
ー
ム

が
い
か
に
近
づ
け
て
い
く
か
を
競
う

簡
単
な
ル
ー
ル
で
、
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
の
で
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

に
も
っ
て
こ
い
で
す
。
た
だ
し
、
勝

負
と
な
る
と
参
加
者
の
微
妙
な
力
の

入
れ
具
合
で
思
っ
た
と
こ
ろ
に
い
か

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
み
ん
な
和

気
あ
い
あ
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先

池
田
町
公
民
館　

℡
62
ー
２
０
５
８

試合中のひとコマ

■
第
19
回
池
田
町

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

11
月
24
日
池
田
町
総
合
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
12
チ
ー
ム

参
加
し
、
各
チ
ー
ム
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
得
点
す

れ
ば
大
い
に
喜
び
あ
い
、
ミ
ス
を
し

て
も
励
ま
し
合
う
と
い
っ
た
団
体
ス

ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の
「
チ
ー
ム
の
一

体
感
」
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
参
加
の
し
や
す
さ
が
魅
力

で
も
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

総
合
優
勝

：

し
ん
ち
ゃ
ん
ズ/

総
合

準
優
勝

：

ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン/

総
合

第
三
位

：

ゆ
ー
ぼ
の
太
陽

総
合
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク

：

ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン/

Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク

：

汰
一
と
そ
の
仲
間
達/

Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク

：

な
で
し
こ

■
新
体
制
で
活
動
中

　

こ
の
４
月
か
ら
町
体
育
協
会
（
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上
、
発
展

が
主
な
役
割
）
並
び
に
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
（
体
育
行
政
に
関
す
る

企
画
、
推
進
、
連
絡
調
整
が
主
な
役

割
）
は
新
体
制
で
活
動
を
始
め
て
お

り
ま
す
。

町
体
育
協
会
（
敬
称
略
）

会
長

：

佐
藤
豊（
和
合
）/

副
会
長

：

桜
井
章
司（
林
中
）坂
田
和
美（
東
町
）

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会（
敬
称
略
）

会
長

：

田
中
清
（
一
丁
目
）/ 

副
会

長

：

蓑
手
孝
子
（
和
合
）
荻
窪
善

明
（
実
業
）/ 

委
員

：

縣
美
智
子
（
二

丁
目
）
井
口
住
子
（
渋
坂
）
村
山
く

み
子
（
正
科
）
渡
辺
健
太
郎
（
吾
妻

町
、
松
澤
範
明
（
堀
の
内
）
倉
科
広

三（
千
本
木
台
）原
裕
紀（
千
本
木
台
）

　

以
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
両
団

体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
於
い
て
長

期
的
な
視
野
で
町
の
ス
ポ
ー
ツ
を
考

え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

11
月
21
日
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ

た
第
54
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
和
歌
山
大
会
で
、
蓑
手

孝
子
さ
ん
（
和
合
）
が
功
労
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

長
年
に
渡
り
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員（
旧
体
育
指
導
委
員
）と
し
て
活
躍

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
県
の

推
薦
に
よ
り
こ
の
度
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先

　

総
合
体
育
館　

℡
62
ー
７
６
５
４

ボッチャを楽しむ塾生

無言館で記念写真
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　11 月 23 日、平成 25 年度池田町功績者表彰・池田町技能功
労者褒賞式典が町公民館で開催されました。表彰・褒賞を受け
た方は次のとおりです。なお、式典は 2 年ごとに開催されて
います。
＜平成25年度池田町功績章受賞者＞
【社会福祉功労】　片瀬興亞…民生児童委員として 5期 15 年在職
【社会福祉功労】　倉嶋香代子…民生児童委員として 5期 15 年在職
【体育功労】　伊藤次夫… 32 年間にわたり池田町体育協会長と
　　　　　　して活躍
【体育功労】　倉科儀男… 29 年間にわたり体育指導委員および
　　　　　　会長として活躍
【感 謝 状】　田中博美…岡麓終焉の家を管理し、町の文化継承
　　　　　　に貢献

平成25年度池田町功績者表彰・池田町技能功労者褒賞式典開催

☆開館時間　火・・・・・・・・午後 １ 時～午後６時
　　　　　　水・木・金・・・・午前10時～午後６時
　　　　　　土・日・・・・・・午前10時～午後５時
☆１月の休館日 ‥‥ １～３・６・13・20・27・28日

（28日は月末館内整理日です）

片づけの解剖図鑑
鈴木 信弘 著

（エクスナレッジ）
　いつも整理の行き届い
ている家には、あらかじ
め「片づけやすい仕掛け」
が施されている。片づけ
の技術論、精神論以前の
大問題を建築的に解剖し
た一冊。

会えてよかった　安野光雅
香夜（かぐや）　高樹のぶ子
逃亡者　　　　　新堂冬樹
読書脳　　　　　　立花隆
赤ヘル１９７５　　重松清
突破する教育　　　池上彰
インフェルノ  ダン・ブラウン
まだだよまだだよ　村上しい子
共に生きるということ　緒方貞子

ジャーニー　アーロン・ベッカー
ガーンジー島の読書会
　メアリー・アン・シェイファー
わたしはマララ　マララ・ユスフザイ
ピコのそうじとうばん　阿部夏丸
ペンギンとざんたい　斉藤洋
おひさまやのめざましどけい
　　　　　　　茂市久美子
おばけのアッチとドラキュラスープ
　　　　　　　　角野栄子

その他の新着書

新着書ピックアップ

よるのとしょかん
カズノ・コハラ 作
石津ちひろ 訳

（光村教育図書）
　ここは、夜だけ開いて
いる図書館。カリーナと
３羽のふくろうが働いて
います。いつも静かで落
ち着いた図書館に、ある
日のこと…。

櫛
くしひきちもり

挽道守
　　木内 昇 著

（集英社）
　幕末の木曽、薮原宿。
才に溢れる父の背中を追
いかけ、一人の少女が櫛
挽職人を目指す。周囲の
無理解や時代の荒波に翻
弄されながらも、まっす
ぐに生きる姿を描く。

『こどもが作る短歌・俳句・詩』作品展示中
　池田小学校・会染小学校・高瀬中学校・安曇養護
学校の児童・生徒の作品約 430点を館内に展示し
ています。1月中旬まで図書館に、それ以降は記念
館に展示いたします。どうぞご覧ください。

「あそぼうあそぼうお正月」開催
　１月５日（日）1時 30分～　
　会場：２階児童図書室　
　かるた、すごろく、あやとりなど
昔からの室内遊びで楽しいひととき
をすごしましょう。

＜技能功労者褒賞受賞者＞
【土木施工管理技士】　伊藤英治郎…44 年間にわたり土木技術史として技術の研鑽、後継者の育成に励む
【建築大工技能士】　宮澤利亀　…56 年間にわたり建築大工として技術の修得、後継者の育成に励む
【左官技能士】　水野淳子…38 年間にわたり左官技術の研鑽、地域の左官技術の向上に努めた
【理　容　師】　田中しのぶ…46 年間にわたり理容業務およびケアー理容師として従事
【理　容　師】　高橋敏一…45 年間にわたり理容業務に従事
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初の試み休日議会開催 セカンドブック・プレゼント

　12 月 15 日、池田
町議会 12 月定例会
にて休日議会が開催
されました。
　この試みは、平日
議会は仕事などで傍
聴しにくいといった

声を受け「開かれた議会」を目指し、実施されました。

　11 月 26 日、町内の 2小学校において 1 年生を対象
としたセカンドブックのプレゼントが行われました。
　事前にリストから選んだ本が入った袋を受け取った
子どもたちは「早く中を見たい」「後でそっちの本も
見せて」と大喜びでした。
　この試みは、保護者と子どもが一緒に本に親しみ、
読書意欲を高めてもらおうとする目的で、平成 23 年
度から行われています。

高　瀬　中　学　校
安
曇
養
護
学
校
と
の
交
流
会

　

11
月
の
中
旬
に
安
曇
養
護
学
校
の
友
だ
ち

と
本
校
1
年
生
が
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
交
流
会

は
年
3
回
計
画
さ
れ
、

今
回
が
3
回
目
、
最

後
の
交
流
会
で
し
た
。

安
曇
養
護
学
校
の
友

だ
ち
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
そ
う
と
、
い

ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー

を
考
え
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
準
備

を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
安
曇
養
護
学
校
の
友
だ
ち
を
先

導
し
て
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
り
、
声
を
か
け
て

一
緒
に
笑
顔
で
歩
い
た
り
、
各
コ
ー
ナ
ー
で

元
気
な
声
を
出
し
て
呼
び
込
ん
だ
り
し
て
安

曇
養
護
学
校
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
年
生
は
こ
の
交
流
を

通
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心
を
学
び
、
一
人
一

人
が
充
実
感
を
味
わ
う
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
学
び
支
援
塾
開
催

　

10
月
に
入
り
、
2
学
年
の
各
学
級
で
新
生

徒
会
づ
く
り
に
向
け
、
正
副
会
長
候
補
決
め

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
候
補
し
た
９
名
の
候

補
者
は
教
室
訪
問
を
行

い
、
自
分
の
願
い
や
思

い
を
全
校
の
生
徒
に
伝

え
ま
し
た
。
そ
し
て
11

月
の
終
わ
り
に
全
校
立

会
演
説
会
、
生
徒
会
選

挙
を
行
い
、
新
正
副
会

長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
２
学
年
全
体
や
各
学
級
で
は
候
補

者
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か
考
え
、
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、

ど
の
候
補
者
も
学
級
の
代
表
と
し
て
自
信
を

持
っ
て
臨
ん
で
い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ

と
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
や
り
通
し
て
い
く

こ
と
で
、
学
級
や
学
年
が
ま
と
ま
っ
て
い
く

こ
と
も
大
切
な
活
動
の
目
的
に
な
り
、
大
事

な
関
わ
り
を
学
ぶ
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
町
の
教
育
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
子
ど
も
の
学
び
支
援
塾
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
3
年
生
を
対
象
に
し
て
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
学
習
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
、
3
年
生
は
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
学
期
は
、
週
一

回
水
曜
日
に
「
子
ど

も
の
学
び
支
援
塾
」

を
開
催
す
る
こ
と
な

り
、
数
学
と
英
語
の

補
充
学
習
を
地
域

の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
先
生
方
か

ら
実
施
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
3
年
生
は
「
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
確
認
で
き
、
復
習
に
な
る
」
と
喜

ん
で
い
ま
す
。
学
校
に
と
っ
て
も
地
域
の
皆

様
の
支
え
が
、
大
変
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
人
の

力
」「
教
育
の
力
」「
地
域
の
力
」
が
連
携
し

た
取
組
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
生
徒
会
正
副
会
長
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
ま
り
ま
し
た
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内　　　　　容 対象児・対象者 日　　　　　時 受　付　時　間

乳幼児

健診等

２か月児育児相談 平成 25年 11月生 １月 27日（月） 午前 ９ 時 45分 ～ 10時 00分

６か月児育児相談 平成 25年７月・８月生 １月 24日（金） 午前 ９ 時 45分 ～ 10時 00分

７～８か月児健診 平成 25年５月・６月生 １月 30日（木） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

９～ 10か月児育児相談 平成 25年３月・４月生 １月 28日（火） 午前 ９ 時 15分 ～ ９ 時 30分

１歳３か月児育児学習会 平成 24年 10月生 １月 14日（火） 午前 ９ 時 45分 ～ 10時 00分

２歳６か月児健診 平成 23年５月・６月生 １月 15日（水） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

３歳児健診 平成 22年 12月・平成 23年１月生 １月 24日（金） 午後 １ 時 00分 ～ １ 時 15分

離乳食教室 平成25年４月・６月・８月生 １月 23日（木） 午前 ９ 時 15分 ～ ９ 時 30分

赤ちゃんマッサージ １カ月健診終了後～７カ月くらいまで 1月14日（火）・27日（月） 午前10時 15分 ～10時 30分

予防接種 ＢＣＧ 町から通知を受けた方 １月 16日（木） 午後 ０ 時 45分 ～ １ 時 15分

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ 場所・連絡先 ： 保健センター　TEL. ６１－５０００
（お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします。）

平成 26年度自衛官等募集
募集種目 資　　　　　格 受付期間 試　　験　　日 合格発表

自衛隊幹部候補生

一　　般

【大卒程度試験】
22歳以上 26歳未満の者
※ 20歳以上 22歳未満の者は大卒
（見込含）、修士課程修了者等（見込
含）は 28歳未満
【院卒者試験】
修士課程修了者（見込含）で 20 歳
以上 28歳未満の者

２月１日～　　
　　４月２５日

１次　平成 26年５月 10日・11日
　　　　（11日は飛行要員のみ）

２次　平成26年６月 10日～ 13日の
　　　うち指定する日
　　　（１次合格発表時に期日指定）

　※海・空飛行要員のみ３次有 １次　５月 30日

自衛隊幹部候補生

歯科・薬剤科

【歯科】
専門の大卒（見込含）20 歳以上 30
歳未満の者
【薬剤科】
専門の大卒（見込含）20 歳以上 30
歳未満の者

１次　平成 26年５月 10日・11日

２次　平成26年６月 10日～ 13日の
　　　うち指定する日
　　　（１次合格発表時に期日指定）

問い合せ先　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所　℡ 0263-36-2787

3月号掲載俳句募集
　はがきに作品 1点を記入し、

１月末日までに投稿してくだ

さい。対象は町内在住の方の

みです。作品には①地区名②

氏名③電話番号④中学生以下

の方は学校名と学年を明記し

てください。投稿多数の場合

は、選者により選考（10 句以

内）して掲載します。なお、

選者により語句の訂正等をさ

せていただく場合があります

ので、ご了承ください。

■あて先 〒399-8696（住所不要）

　　池田町役場総務課総務係

　　℡ 62-3131

（
池
田
俳
句
会
選
）

木こ
が
ら枯
し
に
負
け
じ
と
子
ら
の
持じ
き
ゅ
う
そ
う

久
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。



　毎年制作される沢山の作品の中

から、館長により選定された作品を

展示する新春恒例の展覧会です。ユ

ニーク、ポップ、シュールなど、作

品の持つ様々な魅力に着眼し、楽し

いコメントで紹介します。この時期

ならではの伸びやかな感性に触れつ

つお楽しみください。

●展示内容　池田小学校 /会染小学

校 /高瀬中学校 /白樺の家 /生坂小

学校 /生坂中学校

●会期　1月7日（火）～1月31日（金）

●休館日　毎週月曜日/1月14日（火）

●会場　安曇野ギャラリー　

●開館時間　午前 9時～午後 5時

●観覧料　無料（常設展示「第一回

安曇野お宝美術工芸展」は入館料が

必要です）

【問】　北アルプス展望美術館（池田

町立美術館）　℡ 62-6600

高山　大
だいち

地　　　（恒・嘉名 /鵜山）

金城　和
わかな

奏　（晃秀・麻衣子 /滝中）

市川　花
か え

絵　　（貢一・美香 /花見）

中井　綾
あやの

乃　　（武司・史子 /竹原）

宮澤　瑛昌　　　74　　　内　鎌

内山　誠　　　　59　　　十日市場

原　志のゑ　　 100　　　１丁目

細澤　忠男　　　72　　　５丁目

清水　久雄　　　84　　　吾妻町

上　　鋭子　　　90　　　林　中

西澤　忍　　　　92　　　３丁目

矢口　　明　　　90　　　竹　原

市川　春好　　　90　　　日　向

藤澤　登志子　　96　　　２丁目

加藤　なつよ　　71　　　３丁目

　　　　　  （11 月受付分　敬称略）
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　放送大学は、テレビなどの放送や

インターネットを利用して授業を行

う通信制の大学です。働きながら学

んで大学を卒業したい、仕事に活か

したい、学びを楽しみたいなど、様々

な目的で幅広い世代、職業の方が学

んでいます。

　詳しい資料を無料で送りしますの

で、お気軽にお問い合せください。

●出願期間　平成 26 年 2 月 28 日ま

で（インターネット出願は平成 25

年 11 月 15 日から受付開始）

【問・請求】放送大学長野学習センター

℡0266-58-2332  http://www.ouj.ac.jp

　夫からの暴力、離婚、セクシャル

ハラスメント、いじめ、虐待、体罰

等の相談を受けます。相談は無料で

秘密は固く守られます。

●日時　2月 7 日（金）午前 10 時～

午後 3 時まで

●場所　長野地方法務局大町支局

●相談担当者　女性と子どもに関す

る相談を専門とする人権擁護委員

●その他　電話相談も受け付けます。

【問・相談】　大町人権擁護委員協議会

　　　　　  ℡ 22-0379

　平成 26 年 4 月末の口座振替分よ

り、2年前納が利用できます。

●２年前納のメリット　

①２年間で 14,000 円程度の割引と

なります。

②２年前納分の全額がその年の社会

保険料控除の対象となります。

③口座振替を利用することにより、

納め忘れを防ぐことができます。

●申込締切　毎年２月末

●その他　２年前納は口座振替のみ

利用可能です。詳しくは年金事務所

までお問い合せください。

【問】　松本年金事務所国民年金課　

　　　℡ 0263-32-4664

●職種・募集人数　一般事務補助　

若干名 /要介護認定調査員　若干名

/養護老人ホーム「鹿島荘」支援員

7 人、調理員　4 人 / グループホー

ム「ひだまりの家」介護員　9人

●受付期間　1 月 31 日（金）午後 5

時 15 分まで

●その他　応募要項など詳しくはお

問い合せください。

【問】北アルプス広域連合事務所

・一般事務補助および要介護認定調

査員について　℡ 22-6764

・鹿島荘支援員および調理員、ひだ

まりの家介護員　℡ 22-0497

●職種・募集人数　看護職員　若干名

●勤務先　大町市内にある次の福祉

施設のいいずれか

・養護老人ホーム「鹿島荘」

・グループホーム「ひだまりの家」

・介護老人保健施設「虹の家」

●応募資格　①看護師免許・准看護

師免許のいずれかの資格を有するか、

資格取得見込みのある人　②平成 26

年４月１日現在、満 55 歳未満の人

●採用　４月１日

●受付期間　１月６日（月）～ 20日（月）

　午前８時30分～午後５時15分（平日のみ）

●試験期日　２月２日（日）

●試験内容　作文試験 /面接

●その他　応募要項など詳しくはお

問い合せください。募集要領、申込

書、受験票は、広域連合ホームペー

ジからも入手できます。

【問】　北アルプス広域連合事務所

総務課総務係　℡ 22-6764

http://www.kita-alps.omachi.nagano.jp/

　北アルプス展望美術館は 2月 1日

（土）～ 28 日（金）まで閉館となりま

す。ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

（土日・祝日を除く平日、職員は出勤）

【問】　北アルプス展望美術館（池田

町立美術館）℡ 62-6600

放送大学４月入学生募集

女性と子どもの悩みごと（人権）
　相談所の開設

美術館冬期休館のお知らせ

国民年金保険料の納付方法として
２年前納（口座振替）が始まります

池田生坂児童生徒作品展の
お知らせ

平成26年度採用（臨時）
北アルプス広域連合職員

平成26年度採用（正規）
北アルプス広域連合職員
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期　　日 医療機関名 電話番号

医　
　
　
　
　

科

１月１日（年始）
内 近藤医院 ６２-９１８７
外 栗林医院 ２２-０３０５

１月２日（年始）
内 太田医院 ６２-１０１０
外 西森整形外科 ６１-１７００

１月３日（年始）
内 若林医院 ６２-２１０５
外 石曽根医院 ２２-０１４２

１月 ５ 日（日）
内 吉村医院 ６１-５６６６
外 市立大町総合病院 ２２-０４１５

１月 12日（日）
内 安曇総合病院 ６２-３１６６
外 安曇総合病院 ６２-３１６６

１月 13日（祝）
内 はーぶの里診療所 ６２-０２１０
外 狩谷整形外科医院 ２２-７７８８

１月 19日（日）
内 平林メンタルクリニック ６１-１５７７
外 栗林医院 ２２-０３０５

１月 26日（日）
内 近藤医院 ６２-９１８７
外 西森整形外科 ６１-１７００

 内＝内科　外＝外科

12月 30日（年末）に、かかりつけの内科医が休診の場合は、
大町協立診療所 (℡ 26－ 5200・大町市緊急当番医）へ
ご連絡ください。

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　(要事前連絡 )
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯　
　

科

１月１日（年始）おだ歯科 ７２-６４８２
１月２日（年始）グリーン歯科クリニック ２３-６６６６
１月３日（年始）あづみ野歯科 ６２-２３３２
１月 ５ 日（日） オクハラデンタルクリニック ２３-０５００
１月 12日（日） 竹内歯科医院 ６２-２１５１
１月 13日（祝） 小谷歯科医院 ８２-２７６２
１月 19日（日） たけうち歯科医院 ２３-５６１２
１月 26日（日） 小田切歯科医院 ６２-３１３４

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬　
　
　

局

１月１日（年始）内川薬局板取 ６２-９９１２

１月２日（年始）
すみれ薬局 ８５-２０６１
白樺薬局 ６２-００１０

１月３日（年始）内川薬局板取 ６２-９９１２
１月 ５ 日（日） 松川とをしや薬局 ６１-１５２７

１月 12日（日）
キムラ薬局 ６２-５２１０
フロンティア薬局安曇野店 ６１-５５００

１月 13日（祝） スヤマ薬局あいそめ ６２-０２０８
１月 19日（日） 高瀬薬局 ６２-１１２５

１月 26日（日）
松川とをしや薬局 ６１-１５２７
すみれ薬局 ８５-２０６１
ナシダ薬局 ６２-６３７０

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください )

■上水道休日緊急当番店
期　日 店　名 電話番号

１月１日（年始） 穂高シェルクリエート㈱ 090-7256-1727
１月２日（年始） 朝日企画㈱ ６２-５６０７
１月３日（年始） ㈲建設機工 090-8329-6794
１月 ４ 日（土） ㈲デラ工房 ６２-９００３
１月 ５ 日（日） ㈲アルテ長野 0263-83-6565
１月 11日（土） Ｗ・Ｓ小林設備 0263-62-6222
１月 12日（日） 安曇さく泉工業㈱ 0263-72-4512
１月 13日（祝） ㈲環境クリーンサービス ６２-０５５４
１月 18日（土） ㈲一本木建設 ２２-８４９８
１月 19日（日） ヒラタ設備㈱ 0263-58-2310
１月 25日（土） ㈱ピュアハウス ２６-１１２０
１月 26日（日） ㈱大北設備 ７５-２７３５

■１月の主な行事
期　日 行　事　名

１月 18日（土） 池田町スキー・スノーボード教室（～19日まで）

１月 19日（日）
出初式
全町清掃デー

１月 30日（日） 高瀬中　学習参観日

■人の動き
12月１日現在　（　）内は前月比
●人　口　10,424 人（-26）
                男 4,995 人（-10）　女 5,429 人（-16）
●世帯数　3,914 世帯（-7）
※平成２４年７月９日の法改正により外国人数は上記
　人数に含まれるようになりました。

相　談　内　容 開催場所（受付・問い合わせ先） 開催日時
子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　ＤＶ相談

総
合
福
祉　
　

　

セ
ン
タ
ー
内

こども支援センター　　　　　  ℡ 61-5000

月曜日～金曜日

午前８時３０分

～

午後５時１５分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター  　　　　　　　　℡ 61-5000

高齢者総合相談（介護・虐待・成年後見・その他） 地域包括支援センター　　　　  ℡ 61-5000
※時間外及び休日等は役場  ℡ 62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談 障がい者虐待防止センター　 　 ℡ 61-5000
※時間外及び休日等は役場  ℡ 62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター（福祉係）　    ℡ 61-5000

大北圏域障害者総合支援センター　　  ℡ 26-3855
こども教育相談室 教育会館 　　　　　　　　　　　　　 ℡ 61-1430

消費生活トラブル相談
役場本庁舎　住民課生活環境係　　　  ℡ 62-2203 

多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）

自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話  ℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）

精神保健福祉相談 大町保健福祉事務所  健康づくり支援課  ℡ 23-6526 １月２２日（水）
午後２時～５時　要予約

行政相談 池田町福祉会館　静養室２　　　　　  ℡ 62-3131 ２月１９日（水）
午前９時～正午

■各種相談窓口
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■１月の納税等
国民健康保険税　（第７期）　　　　【納期限１月 31 日】
後期高齢者医療保険料　（第７期）　【　 同　　  上　 】
固定資産税　（第４期）　　　　　　【　 同　　  上　 】
※口座振替は１月 28日（火）です。
　口座振替の方は前日までに残高の確認をお願いします。


